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高速炉におけるソースターム評価に資する基礎データを取得するため、高速実験炉「常陽」で照射した MOX

燃料を 2773 K、2973 K 及び 3173 K でそれぞれ加熱し、燃料から放出した Cs 及び FP ガスを測定した。 
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1. 緒言 

シビアアクシデント時に環境へ放出される放射性物質の種類と量（ソースターム）を把握することは、高

速炉の安全性を評価する上でも必要不可欠であり、特に高温時における燃料からの放射性物質の放出挙動に

ついての理解はきわめて重要である。しかしながら、軽水炉燃料に比べ過熱時における高速炉燃料からの放

射性物質の放出挙動に関する試験研究は限られており、知見が十分でない。本研究では、高速炉ソースター

ム評価に資する基礎的な実験データを取得するため、照射済高速炉燃料の加熱試験を実施した。 

2. 試験方法 

供試材は高速実験炉「常陽」において照射された MOX 燃料ペレット（燃焼度：約 35～65GWd/t、Pu 含有

率：約 21％）である。切断した燃料ピンを脱被覆してペレットを取り出し、タングステンるつぼに装填して

高周波誘導炉において加熱試験を実施した。試験は 3 回実施し、それぞれの到達温度は、2773 K、2973 K 及

び 3173 K とした。いずれの試験においても、昇温速度は 10 K / sec、到達温度での保持時間は 500 sec、使用

したキャリアガスはアルゴン（Ar：1ℓ／min）とした。加熱中に燃料から放出した放射性物質をキャリアガス

によって系統の下流に移行させ、サンプリングした。その際、γ線検出器でフィルターに沈着したセシウム

（Cs）をオンライン測定するとともに、加熱前後の燃料をオフライン測定して Cs の減少割合を求め、これら

の結果から Cs-137 放出率の経時変化を得た。また、ガス成分

はボトルに捕集し、ガスクロマトグラフにより分析した。 

3. 結果 

図 1 は 3173 K での加熱試験における Cs 放出率の経時変化

を示したものである。温度の上昇とともに Cs 放出率が増加

し、設定した温度（3173 K）到達以降も継続する。その後、

時間の経過とともに徐々に収束し、最終的な放出率は 90 %以

上に達した。このような Cs 放出挙動は、いずれの温度条件の

加熱試験においても同様の傾向であった。また、捕集したガ

スの分析結果から、キャリアガス中のヘリウム（He）、クリプ

トン（Kr）、ゼノン（Xe）量の経時変化を得た。いずれの温度条件の加熱試験においても、各ガスは昇温とと

もに放出されるが、放出量が最大となるまでの時間は、He、Kr、Xe の順に遅くなる傾向を示した。 
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図 1 Cs-137 放出率の経時変化 
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